
　個別の指導（支援）計画（個別の教育支援計画・個別の指導計画の略）の作成と
活用についてお話します。



　今回お話するポイントは、この４つです。



　はじめに、「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」について説明します。

　「個別の教育支援計画」の説明です。



　「個別の指導計画」の説明です。

　「個別の指導計画」は、指導に関することなので、学校の指導や支援につ

いて、校内や保護者と共有することが目的となります。



　支援計画には、いろいろながものがあります。

　障がいのある子ども一人一人のニーズに対応した支援を効果的に実施するための

ものが「個別の支援計画」です。

　特に教育に特化したものが「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」　です。



　この「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」　を作成する目的は、主にこ

の６点です。

　最も大切なのが、⑥です。

　学校だけで本人の困り感や指導について考えていくのではなく、本人の思いや、

保護者の願いを聞き取り、本人・保護者・学校が納得して支援を行っていくための

ツールとして、個別の教育支援計画や、個別の指導計画を作成し、活用します。



「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」は、県下で統一した様式があります。

　スライドに示したのは、「子育てファイルふくいっ子」　の中にある様式です。

小・中学校の場合は、６９ページと、７０ページが、これにあたります。

　この様式は、ふくいっこファイル版、通称、県版と呼ばれている様式です。特別

支援学級や通級指導教室で学習する児童生徒については、この県版を活用します。

　６９ページの書式が、個別の教育支援計画（プロフィール･シート）にあたります。

本人の実態について記載するようになっています。

　そして７０ページの書式が、個別の指導計画（指導・支援シート）にあたります。

本人に対する支援や指導について記載するようになっています。



　簡易版と呼ばれる様式もあります。

　特別支援学級の児童生徒には使用しませんが、知っておくとよいので簡単に説明

します。

　通常学級に在籍していながら、何らかの支援や配慮を要する児童生徒に対しては、

県版、または簡易版を活用します。

　この簡易版の個別の指導計画の中ほどに「合理的配慮」という言葉があります。

「合理的配慮」について確認しておきたいと思います。



　平成２４年の中教審報告で「合理的配慮」について示され、平成２７年には、文

科省から対応指針も出されています。

　合理的配慮とは、本人や保護者・学校・関係者が納得できるような　つまり合意

形成がなされた支援であることがポイントです。

　学校現場では、本人や保護者から、合理的配慮の要請があった場合は、過度の負

担でない範囲で、一人一人の実態に応じて提供されるものです。

　それを、個別の教育支援計画や、個別の指導計画に明記することで、校内や学校

間で合理的配慮を引き継いでいくことが求められています。



　次に、「個別の指導（支援）計画」　を作成するときに大切にしたいことについてお話し

ます。ポイントは３つです。

「個別の指導（支援）計画」　を作成するときに大切にしたいポイント①は、実態把握を　

複数の目、視点で行うことです。

　これは、「子育てファイルふくいっ子」にある基礎調査票・評価シートです。

　「子育てファイルふくいっ子」の49ページから54ページまでが、小・中学生のものにな

ります。

　基礎調査票は、本人の行動や状況を把握することがねらいです。本人をよく知っている大

人が記入します。

　質問項目に対して、「あてはまらない」「かなりあてはまる」など、本人の実態にどの程

度当てはまるかどうかを考え、丸を付け、各領域ごとに、平均点を割り出して、評価シート、

レーダーチャートに記載し、気がかりな項目について確認していきます。

　ただし、知的特別支援学級に在籍する児童・生徒は、苦手さが数字として表しにくいので、

通常学級、自閉症情緒障害学級在籍の児童・生徒向きと言えるかもしれません。

　一度、学級の児童・生徒を客観的に把握するためにも活用してみてください。



　これは評価シートに実際に記入されたものです。

　中心を０とし、一番外側が５になっています。

　数字が大きいものが苦手なところ、数字の小さいものはうまくいっているところ、

と捉えます。

1.2～1.7が平均点です。　2～3点はグレーゾーンとされています。

3.5以上が気がかりさが大きい項目です。

　このレーダーチャートを見ると、読み書きに関する項目の平均点が４点を超える

ものが多く、学習面の苦手さが目立ちます。

　それに比べてコミュニケーションや興味とこだわりに関する項目の平均点が低く、

友達との交友関係、生活に支障をきたすようなこだわりは少ないことが分かります。

　このように、実際に活用してみると、子どもの実態を数値化してみることができ

るので、子どものイメージを関係者と共有しやすくなります。



　先ほどの評価シートの各項目から、実態把握を複数の目や視点で話し合い、気に

なる部分や本人が困っていることを、発達状況シートに転記していきます。

　この発達状況シートは、子育てファイルふくいっ子５５ページにあります。

　特別支援学級が複数学級ある場合は、もう一学級の先生にも転記した発達状況

シートを見てもらい、子どもの姿を話し合いましょう。

　交流学級担任の先生や児童生徒にかかわる校内の先生、そして保護者からも聞き

取りをします。

　これらの話し合いや聞き取りの中で、さらに本人が困っていること、気になった

ところ、配慮や工夫していることも記録します。

　発達状況シートはすべて埋めなくても構いません。

　子どもの姿を複数の目から語ることが大事なポイントです。

　その際、発達状況シートを、話し合いの記録用紙として活用してみましょう。

　発達状況シートには、「社会性」、「コミュニケーション」、「不注意」など、

項目が書かれていますので、情報の偏りを防ぎ、子どもの全体像を把握できます。

　また、得意なこと、好きなことを書く欄があることで、苦手なことばかりではな

く、得意なことにも注目し、支援方法に活かすように意識することができます。



　「個別の指導（支援）計画」　を作成するときに大切にしたいポイント②は、学

習面ばかりでなく、その子の自立活動の視点を盛り込むということです。

　ここからは、独立行政法人　国立特別支援教育総合研究所が作成した「自閉症の

ある子どもの自立活動の指導について考えよう！」のパンフレットを使って説明し

ます。

　自立活動の指導は、個々の子どもが自立を目指し、障がいによる学習上または生

活上の困難を主体的に改善・克服しようとする取組を促す教育活動です。

　詳しくは、「学習指導要領自立活動編」を参照にしてください。

　下の表が、自立活動の６区分27項目です。小・中学校では、２　や　３、６の区

分内容を指導することが多いようです。



まず、児童生徒の実態から内容を考えていきましょう。



つけたい力（指導目標）と指導内容を考えます。

6区分で学習上・生活上の課題と長所を整理して、中心的な課題を考えましょう。



個別の指導計画を作成するときには、1年単位の目標を長期目標にします。

短期目標は、学期ごとにたてるとよいでしょう。

　また、短期目標を達成するために、具体的な指導内容を考えましょう。

　6区分の中の「心理的な安定」と「人間関係の形成」などの項目を入れて、自立活
動の指導を行いましょう。



　「個別の指導（支援）計画」　を作成するときに大切にしたいポイント③は、保

護者とともに作成するという視点です。

　保護者との情報の共有は不可欠です。

　学校・家庭が連携して、目標や支援方法を共有していくことを通して、本人の成

長をともに支えていくようにしましょう。



　実際に保護者とどのようにして作成するかというアイデアをご紹介します。

　例えば、保護者会や面談のときに、一緒に作成するとよいと思います。

　保護者の願いや思いを聞き取る懇談会や面談を行う際に記録用紙として、「個別

の指導計画の目標」や手立てを話し合いながら、作り上げていきます。

　実際に行っている支援方法や今後行う予定の支援方法を、あらかじめ記入した

「個別の指導計画」で確認してもらう方法があります。

　

　また、保護者と決められた目標や支援、配慮について、本人がどうしたいか、本

人の思いや意見も確認しておく必要があります。

　先にも述べましたが、「合理的配慮」は本人や保護者の納得が不可欠です。

　こうした視点を持って「個別の指導計画」を作成してください。

　



　「個別の指導（支援）計画」　の書き方のプロセスについてお話します。

　まず、「子育てファイルふくいっ子」６９ページの個別の教育支援計画（プロ

フィール・シート）の書き方を説明します。

　これらの計画は、担任が中心になって作成します。

　ポイントの１つめは、保護者、交流学級担任、学年主任など、特別支援学級の児

童生徒に関わる先生方とも情報を共有しながら作成していくことです。

　２つめは、課題となるところばかりでなく、得意なところやよいところに着目し

て記入していくことにも心がけましょう。



　次に「子育てファイルふくいっ子」７０ページの個別の指導計画（指導・支援

シート）の書き方のプロセスを上から順に説明します。

　「卒業後の目標」については、本人、保護者と話し合って決めていきましょう。

　「1年間の長期目標」は、1年間の具体的な目標を立てます。

　そして「短期目標」は、学期毎（または前期・後期）に達成可能な目標を立てま

す。長期目標のステップとなるようにしましょう。



　次に指導・支援目標です。

　短期目標を受けて、各教科や領域において、具体的にできることを考えます。

　目標の主語は子どもです。　

　例えば、「情緒の安定を図る」　という目標ですと、支援者が主語になっていま

すので、「安定して１日を過ごす」という子どもが主語の表現で書きましょう。

　また、目標は評価しやすい具体的な目標を書きましょう。

　具体的な数や場面などを示すと評価しやすいでしょう。目標と支援が対応するよ

うに書きましょう。



　記入例を示します。

　目標については、「漢字表を見て１年生の漢字を使う。という子どもが主語にな

る目標をたてたら、それに対応する指導者側の支援を書きます。

　目標と支援は対応については、例えば、「漢字を好きになる」という目標はどう

でしょうか？好きの基準は、人によって異なるので、この目標ですと、評価が難し

いですね。

　支援内容についても同様です。

　「声かけをして励ます」では、どのタイミングで、どんな風に声をかければよい

のか、分かりません。

　「間違いを見つけるなど、できたことを小声で伝えて励ます」など、できるだけ

具体的に書くように心がけましょう。

　このように、具体的に示すことで、支援の目標や内容を誰が見ても理解でき、支

援を評価・改善しながら、継続していくことができます。



　目標を考える際の重要な視点について、今一度押さえておきたいと思います。

　支援について考える際、例えば、立ち歩いたりよく喋ったりする子どもに対して、どうし

ても先生方は「しゃべらないで授業を聞く」「立ち歩かないで座っている」ということを目

標にしがちです。

　確かに、目指したい姿ではありますが、達成できる具体的な目標とは言えません。今それ

に困っているのだから、それを直接的に目標とするのも現実的ではないですね。

　では、そのような子どもは、どんなときに立ち歩かなかったり、しゃべらなかったりする

のか、何分位なら我慢できるのでしょうか。そのあたりの実態をよく見極めて、目標設定に

は、スモールステップを踏むことがポイントです。

　目標を設定するときのポイントは、条件（状況)、基準、行動の３つを記入することです。

先ほどの例で考えると、「条件(状況) 」は、「漢字表を見て」の部分になります。　　

　「基準」は、「１年生の漢字を」の部分、「行動」は、「使う」となります。　

　「きちんと」、「しっかり」などの曖昧な表現は避けるようにしましょう。



　次に指導・支援内容です。

　指導・支援の主語は指導者です。

　また、指導支援については、児童・生徒の特性や発達段階に合わせ、工夫したも

のを書きましょう。



　指導・支援内容を考える際のポイントを押さえておきます。

　指導・支援内容については、子どもの悪い点ばかりに注目して直すという観点で

ばかり考えてしまいがちですが、実は、生き生きと活動できる場面やよいところを

生かす視点は、引き継がれていくべき大切な情報です。

　例えば、決められた言葉を言うことができるのであれば、毎朝、保健室で出欠の

報告をする係をお願いするのも良いでしょう。

　他には、決められた課題は黙々と作業に取り組める良さが見られたら、図工の時

間にみんなの手本係になってもらったり、授業の導入時に作業的な活動を取り入れ

るなどもあります。

　このように支援を考えていくと、本人の良いところと同時に、良いところを生か

した支援が引き継がれていくことになります。



　最後に、次につながる評価をするための、「個別の教育支援計画」と「個別の指

導計画」の活用についてお話します。

　「子育てファイルふくいっ子」７０ページの評価について説明します。

　評価についても、関係者で話し合いながら記入していけると良いでしょう。

　面談や支援会議の場で、参加者間で振り返りながら、記入していっても良いと思

います。

　県版については、評価欄はプルダウン形式になっていて、A~Eの５段階の評価か

ら選択するようになっています。

　Ａ～Ｅの評価の内容は、ここに示した通りです。

　ただし、この評価は５段階のみで、具体的にどこがよかったのか、どこが改善が

必要なのかが見えにくいため、例えば、空欄に赤字で、有効だったことや改善の必

要な点について、記入しておくとよいでしょう。



　個別の指導（支援）計画については、学期ごとに見直しをすることが大切です。

　保護者会などを活用しながら取り組んだことについて話していくとよいでしょう。

その際に、有効だった支援、継続して行うという支援が何なのか、どんな力がつい

たのかなどについて振り返り、次の学期には、どのような目標や指導・支援内容で、

進めていくとよいのかなどについて、保護者と一緒に考えていくとよいでしょう。

　最後に、保護者に署名、捺印をもらうことも忘れないようにしましょう。

　これらのシートは学年が上がり、担任が変わったときや進学の際の大切な引継ぎ

シートとしても活用されます。有効な支援を継続するためにも作成が必要です。

　なお、学期ごとに作成となっていますが、学校によっては、前期・後期で作成す

るところもあります。

　分からなければ、所属校の特別支援教育コーディネーターや、担当の特別支援学

校の先生などにお聞きください。



　個別の教育支援計画・個別の指導計画は、本人・保護者との合意形成を行い、保

護者の署名と捺印をもらうことで正式な書類となります。

　保護者の了解を得た上で進学先に引き継ぐことができます。

　サインをもらう時期については、学校によって様々です。

　保護者と、合意形成がはかられた内容であり、それにサインがされる、というポ

イントを押さえておいていただけたらと思います。



1

　大切にしてほしいことは、作成して終わりではなく、日々の指導を学期（または、

前期・後期）の区切りで確認し、追加したり、次の目標へステップアップしたりし

て修正をすることです。

　個別の指導計画の作成をとおして、PDCAサイクルを回し、日々の指導支援をよ

り良いものに改善していってほしいと思います。


